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１．技術等の概要（特徴、仕様、性能、保有者など） 

福島第一原子力発電所第 1号機～第４号機の建屋に流入する地下水の挙動を把握するため、既に

観測されている各種データを補完するデータを取得し、また既存データの解析を行うもの。具体的

には、以下のデータを取得し、解析を行う。 

①福島第一原子力発電所の敷地を含む丘陵地周辺の航空レーザー測量の実施。 

②観測井・揚水井・サブドレイン等の GPS 測量の実施。 

③構内一般排水路の流量調査の実施。構内一般排水路流向・流量調査報告書（S58.3)との対比に

基づく健全性確認と排水路経由の地下水涵養量推定。 

④敷地造成時の排水管等の残置・現存状況の確認（特に構内進入路・大芋沢・10ｍ盤・4ｍ盤に

おける排水管の状況）。 

⑤海側埋立地（4ｍ盤）における液状化調査を実施し、人工構造物以外の流動経路の有無の確認。

⑥山側タンク群設置面における接地面性状（切り土/盛り土）、土壌改良の有無・深度を確認し、

35ｍ盤の被覆率を推定。 

⑦前面専用港内に簡易検潮機器を設置し、地下水位と潮位の関係を直接的に比較。 

⑧観測井等における各層採水・モニタリングの実施。 

⑨地下水位連続観測記録を用いた潮汐応答・降雨応答・気圧応答や揚水後の水位回復曲線から帯

水層の水理定数（透水係数など）の推定。 

２．備考（以下の点など、可能な範囲で御記入いただけますようお願いします） 

・開発・実用化の状況（国内外の現場や他産業での実績例、実用化見込み時期を含む) 

 既存技術・解析手法の組み合わせであり、国内外の現場で多数の実績がある。 

 

・開発・実用化に向けた課題・留意点 

 問題点：航空レーザー測量には、現在の上空飛行制限の一時的な解除が必要。 
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